
覚
銀
上
人
と
浄
土
思
想

佐

藤

大

正隆

大

さ賢

は

じ

め

平
安
心
木
期
に
お
い
て
、
真
言
宗
の
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
輿
教
大
師
覚
鍵
（
一

O
九
五
l
一一四一一一）は、

祖
師
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
l

八
三
五
）
の
心
に
還
り
、
そ
の
教
学
の
振
興
と
実
践
修
道
の
本
旨
を
探
索
し
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
言
わ
ば
、
仏
道
に
お
け
る
修
学
修

行
の
理
想
型
を
祖
師
に
求
め
、
そ
の
追
究
に
専
心
さ
れ
た
と
見
る
の
が
正
当
で
あ
ろ
う
。

然
し
他
面
、

当
時
勃
興
し
つ
つ
あ
っ
た
浄
土
信
仰
に
も
音
な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
、

生
来
（
1
）
極
め
て
鋭
敏
に

し
て
意
ぷ
堅
問
な
性
格
の
覚
銀
上
人
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
時
代
社
会
の
思
想
・
信
仰
の
流
れ
を
、
真
言
教
学
と
の
関
連
の
上
に
、

何
ら
か
の
決
括
を
見
ず
に
は
過
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
寧
ろ
、
真
言
宗
の
本
義
が
発
揮
さ
れ
ぬ
状
態
と
相
候
っ
て
危
機
感
を
持
た

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
覚
鍍
上
人
の
著
作
に
見
ら
れ
る
浄
土
往
生
に
関
す
る
幾
多
の
語
句
も
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
の
一
面
を
示
す
も
の
で
は

あ
っ
て
も
、
此
を
も
っ
て
、
そ
の
ま
ま
覚
鎌
上
人
を
し
て
、
来
る
べ
き
鎌
倉
期
に
大
き
く
展
開
し
た
、
所
調
浄
土
信
仰
や
往
生
思
想
の

先
駆
者
的
位
置
づ
け
（
2
）
を
す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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右
の
如
き
観
点
か
ら
、
覚
鍵
上
人
の
著
作
の
中
に
見
ら
れ
る
、
浄
土
や
往
生
に
関
す
る
語
句
は
、
何
を
意
味
し
、
如
何
な
る
立
場
で

用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
、
浄
土
思
想
と
か
、
浄
土
往
生
の
信
仰
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
注
意
し

な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

『
五
輪
九
字
秘
釈
』
に
見
ら
れ
る
浄
土
・
往
生

本
論
は
覚
鎌
上
人
の
代
表
的
撰
述
で
、

正
題
は
、

『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
（
3
）、

別
題
を
『
頓
悟
往
生
秘
観
』
と
称
し
て
い
る
が
、

弘
法
大
師
の
『
即
身
成
仏
義
』
（
4
）
を
想
像
さ
せ
る
こ
の
「
頓
悟
往
生
」
の
別
題
に
、
上
人
の
意
図
も
充
分
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

法
身
大
日
如
来
の
象
徴
で
あ
る
五
大
・
五
字
の
真
言
と
、
受
用
法
身
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
を
表
示
す
る
九
字
の
真
言
の
解
説
争
中
心

に
す
る
本
書
に
は
、
覚
鎌
上
人
の
思
想
が
最
も
鮮
明
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

然
し
、
今
は
そ
の
中
で
も
、
特
に
浄
土
思
想
に
関
連
す
る
語
旬
、
あ
る
い
は
文
段
を
中
心
に
考
察
し
て
、
そ
の
木
旨
と
、
浄
土
往
生

思
想
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

顕
教
に
は
釈
尊
の
外
に
亦
陀
あ
り
、
街
蔵
に
は
大
日
即
ち
弥
陀
、
極
楽
の
教
主
な
り
。
当
に
知
る
べ
し
、
十
方
浄
土
は
皆
こ
れ
一

仏
の
化
土
、

一
切
如
来
は
悉
く
大
日
な
り
。
川
比
盛
・
弥
陀
は
同
体
の
児
名
、
極
楽
・
密
厳
は
名
異
に
し
て
一
処
な
り
。
妙
観
察
智

の
神
力
加
持
を
も
っ
て
、
大
日
の
体
の
上
に
弥
陀
の
相
を
現
ず
。
凡
そ
是
の
如
ぎ
の
観
を
得
れ
ば
、
上
諸
仏
菩
薩
賢
聖
を
は
し
、

下
世
天
龍
鬼
八
部
に
至
る
ま
で
、
大
日
如
来
の
体
に
非
ざ
る
こ
と
無
し
。

と
説
い
て
い
る
が
、
顕
密
相
対
の
立
場
か
ら
、
術
教
の
大
日
如
来
の
体
性
の
普
遍
性
を
明
し
、
そ
の
法
身
大
日
如
来
に
包
摂
さ
れ
て
い

る
活
仏
f
u
H

陸
の
一
尊
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
の
位
置
を
明
確
に
し
て
い
る
。



以
下
本
文
に
お
い
て
十
門
に
分
け
て
論
述
さ
れ
て
い
る
が
、

第
一
択
法
権
実
同
趣
門
に
は
、
仏
道
権
実
の
岐
を
筒
択
す
る
に
、
捨
劣
取
勝
の
義
を
説
き
、
こ
れ
を
具
体
的
に
は
、
弘
法
大
師
の
十

住
心
（
5
）
の
展
開
に
よ
っ
て
示
し
、
前
九
種
の
教
道
（
顕
）
の
仏
と
、
後
一
種
の
真
4

一
一
一
口
証
道
（
密
）
の
尊
と
の
別
を
掲
げ
て
い
る
。

然
し
本
文
に
は
、
単
に
仏
身
の
相
違
の
み
を
指
摘
す
る
の
で
な
く
、
広
く
教
相
全
般
に
わ
た
る
要
項
を
相
対
的
に
示
し
た
も
の
で
、

『
顕
密
不
同
頚
』
（
6
）
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
正
入
秘
密
真
言
門
に
は
、
身
・
語
・
意
の
三
密
修
行
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
特
に
語
密
修
行
門
を
詳
説
し
て
、
こ
れ
を
諦

持
・
観
字
・
解
字
の
三
門
に
分
け
、
解
字
門
を
略
釈
各
各
字
義
門
と
総
摂
法
界
法
身
門
に
解
説
し
て
い
る
。

即
ち
、
初
段
に
は
五
輪
五
智
法
身
門
（
五
輪
具
足
即
身
門
）
を
掲
げ
て
、
先
ず
摩
詞
毘
慮
遮
那
本
地
法
身
の
境
界
を
解
説
す
る
が
、
弘
法

大
師
が
、
そ
の
著
『
即
身
成
仏
義
』
の
六
大
を
説
く
段
に
引
証
し
て
い
る
『
大
日
経
』
具
縁
真
言
品
の
句
（
7
｝
を
示
し
、
さ
ら
に
五
字
真

言
・
五
大
・
五
輪
・
六
大
・
五
智
・
五
仏
・
五
部
・
五
歳
等
に
つ
い
て
図
解
を
施
し
、
あ
る
い
は
、
普
無
畏
伝
・
不
空
三
歳
伝
の
相
違

を
見
せ
な
が
ら
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
。

後
段
の
九
字
九
日
間
往
生
門
に
お
い
て
は
、

阿
弥
陀
如
来
の
九
字
の
真
言
（
8
）
に
つ
い
て
、

初
節
に
は
、

」
れ
を
五
句
に
分
説
し
、
後

節
こ
は
、

一
一
の
字
義
に
つ
い
て
詳
説
し
て
い
る
。

こ
の
五
輪
と
九
字
の
釈
段
に
お
い
て
は
、
覚
鍵
上
人
の
特
殊
な
展
開
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
本
書
の
題
『
五
輪
九
字
明
秘

密
釈
』
が
何
よ
り
も
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

第
三
所
獲
功
徳
無
比
門
に
は
、
顕
教
に
お
い
て
は
無
量
阿
僧
祇
に
わ
た
る
六
度
・
四
摂
等
の
修
行
を
説
く
が
、
真
一
一
一
一
口
門
に
説
く
三
密

修
行
の
功
徳
の
大
な
る
こ
と
を
明
し
て
い
る
。
一
ニ
密
遍
修
の
功
徳
と
、

一
密
修
行
の
功
徳
の
差
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
、
所
謂

η
一
密
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成
仏
“
を
証
す
る
段
に
は
、
左
記
の
如
く
明
説
し
て
い
る
。

問
、
三
密
相
応
の
修
行
に
於
て
は
所
得
の
功
徳
一
向
に
然
る
可
し
。
若
し
行
者
あ
り
て
、
唯
真
言
を
請
し
、
唯
印
契
を
結
ん
で
、

而
も
智
慧
な
く
、
設
い
智
慧
あ
れ
ど
も
余
の
二
密
を
闘
す
る
。
偏
修
所
得
の
功
徳
の
分
斉
と
如
何
ん
が
差
別
あ
る
。

答
、
偏
修
偏
念
智
な
く
と
も
、
信
あ
れ
ば
、
所
得
の
功
得
は
顕
教
の
無
量
劫
を
経
て
得
る
所
の
功
徳
に
趨
過
せ
り
。

第
四
所
作
自
成
密
行
門
に
は
、
真
言
の
行
者
に
し
て
深
智
な
し
と
雛
も
、
一
二
密
行
の
功
徳
の
大
な
る
こ
と
を
重
ね
て
説
い
て
、

唯
信
と
相
応
し
て
、
唯
議
し
、
唯
結
し
、
唯
縫
か
に
字
・
印
・
形
の
三
種
の
秘
密
身
の
相
貌
を
観
ず
る
の
時
、
亦
往
昔
の
無
量
の

重
障
、
現
在
の
無
辺
の
重
罪
及
び
過
・
現
所
起
の
無
数
恒
沙
の
無
明
妄
想
等
あ
り
と
雄
も
、
自
ら
此
の
密
議
の
明
力
・
観
念
力
の

故
に
還
て
清
浄
と
成
る
べ
し
。

第
五
機
修
一
行
成
多
門
に
は
、
「
弥
陀
の
一
法
を
修
し
て
現
当
の
悉
地
期
す
」
こ
と
に
つ
い
て
左
記
の
問
答
を
掲
げ
て
い
る
。

問
、
真
言
教
の
中
、
所
有
の
行
業
そ
の
数
無
量
な
り
。
金
剛
・
胎
蔵
に
各
々
無
量
の
門
法
あ
り
。
：
：
：
：
・
然
れ
ば
則
ち
唯
一
行
一

法
を
修
し
て
而
し
て
成
仏
し
、

又
浄
土
に
往
生
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
教
の
意
趣
に
違
背
す
と
せ
ん
や
。

答
、
全
く
以
て
此
の
教
の
意
趣
に
違
背
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
金
剛
頂
・
大
日
経
等
に
持
此
の
理
趣
を
説
く
。
衆
生
の
根
機
種
種

不
同
な
り
。
或
い
は
一
門
一
尊
の
三
味
に
入
り
て
、
而
も
一
印
・
一
明
・
一
観
に
し
て
、
而
し
て
悉
地
を
成
、
ず
る
あ
り
。
正
像
末

の
異
を
論
ず
る
こ
と
な
く
、

又
之
を
修
す
る
時
是
れ
即
ち
正
法
な
り
。
悉
地
時
を
筒
ば
ず
、
信
修
是
れ
時
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
真
言
密
教
の
基
本
経
典
に
徴
し
て
も
、
衆
生
の
機
根
万
差
の
故
に
、

一
行
な
り
と
も
悉
地
を
得
る
こ
と
を
証
し
て
い

る。
第
六
上
品
上
生
現
証
門
に
は
、
住
生
の
大
願
を
遂
げ
る
親
内
に
つ
い
て
、
次
の
如
く
四
種
の
深
い
い
廻
向
を
あ
げ
て
い
る
。



四
無
量
の
真
言
を
諭
し
て
、
此
の
功
徳
を
以
て
一
切
衆
生
に
与
え
、
共
に
四
大
菩
陵
に
等
同
な
ら
し
め
ん
と
欲
し
て
至
心
発

願
深
信
廻
向
す
。

仏
法
の
滅
相
を
見
て
、
大
師
の
興
隆
仏
法
の
大
願
に
等
同
な
ら
し
め
ん
と
欲
し
て
至
心
発
願
深
信
廻
向
す
。

法
界
の
一
切
衆
生
を
し
て
、

即
ち
無
上
大
菩
提
の
果
を
証
せ
し
め
ん
が
為
に
至
心
発
願
深
信
廻
向
す
。

四

自
他
所
有
の
善
根
そ
し
て
、
臨
終
正
念
に
し
て
極
楽
に
往
生
せ
し
め
ん
が
為
に
至
心
発
願
深
信
廻
向
す
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
厳
し
く
正
法
へ
の
指
向
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
易
行
道
に
見
ら
れ
る
往
生
を
説
い
て
い
る
も

の
で
は
な
い
。

こ
の
後
に
、

五
輪
九
字
を
念
諦
し
て
往
生
を
遂
げ
る
真
言
住
生
の
秘
事
を
説
き
、

四
印
明
を
明
し
て
か
ら
、
真
言
行
者
の
往
生
極
楽

と
は
、
九
品
の
中
の
上
品
上
生
に
あ
る
こ
と
を
一
不
し
、
さ
ら
に
具
体
的
に
、
十
住
心
の
展
開
に
な
ら
っ
て
、
往
生
極
楽
の
業
行
を
説
一
本

し
て
い
る
。
即
ち
各
住
心
そ
れ
ぞ
れ
の
業
行
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
往
生
の
人
な
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
後
段
に
は
、

『
大
日
経
』
住
心
日
間
に
見
え
る
十
住
心
｛
9
）は、

諸
経
論
の
浅
深
の
義
を
擬
属
せ
ん
と
し
た
も
の
か
、

真
言
行
者
の
漸
次
転
証
の
所
経

の
位
を
示
し
た
も
の
か
に
つ
い
て
の
問
答
を
抱
げ
、
正
志
は
真
一
言
行
者
の
漸
次
転
証
の
所
経
の
位
を
一
ポ
し
、
兼
て
、
経
論
の
浅
深
義
を

摂
す
る
も
の
で
あ
る
と
決
着
し
て
い
る
。

第
七
覚
知
魔
事
対
治
門
に
は
、
魔
衆
・
外
道
・
悪
鬼
・
悪
神
の
四
種
の
魔
事
を
説
き
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
魔
事
を
対
治
す
る
四
門

を
あ
げ
て
い
る
が
、
何
れ
も
真
言
密
教
の
本
旨
に
沿
っ
て
、
仏
界
・
魔
界
こ
れ
法
身
本
有
の
三
密
に
し
て
本
来
不
二
平
等
な
り
と
説
き
、

あ
る
い
は
魔
事
を
本
不
生
、

ま
た
は
、
幻
夢
・
空
華
・
亀
毛
と
観
じ
て
対
治
す
る
法
な
ど
が
説
か
れ
て
い
る
。

第
八
即
身
成
仏
行
異
門
に
は
、
即
身
成
仏
を
証
得
す
る
行
を
四
種
に
分
類
し
て
、
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内
証
甚
深
の
智
慧
皆
悉
く
相
応
具
足
し
て
、
能
く
印
明
行
を
修
行
し
て
、
而
し
て
即
身
成
仏
す
る
が
故
に
。

深
智
の
観
慧
な
し
と
雄
も
、
感
動
部
に
手
に
印
を
結
び
、

口
に
明
を
請
し
て
、
字
・
印
・
形
の
三
積
の
中
に
於
て
、
随
て
一
事

を
観
修
し
て
即
身
成
仏
す
る
が
故
に
。

如
上
の
二
種
の
智
観
な
し
と
雄
も
、
唯
深
く
信
解
し
て
、
印
を
結
び
、
明
を
請
し
て
、
自
然
に
頓
に
成
仏
す
べ
き
が
故
に
。

四

設
い
余
の
二
行
及
び
広
智
な
け
れ
ど
も
、
唯
一
義
を
観
じ
、

一
法
を
解
し
て
、
至
心
修
行
の
故
に
即
身
成
仏
す
る
が
故
に
。

設
い
亦
一
法
の
智
慧
及
び
余
の
二
行
な
け
れ
ど
も
、
唯
信
を
以
て
門
と
為
し
て
、

一
字
形
を
観
じ
て
成
仏
し
、

一
印
形
の
三
摩
耶

形
を
観
じ
て
成
仏
し
、

一
尊
形
相
の
一
相
を
観
じ
て
而
も
成
仏
し
。

及
び
余
行
な
け
れ
ど
も
、
唯
一
明
一
字
を
一
諭
し
て
成
仏
し
、
並
び
に
印
契
を
結
び
、
亦
余
の
密
行
な
け
れ
ど
も
、
唯
相
応
す
れ
ば

必
定
し
て
即
身
成
仏
す
る
が
故
に
、
総
じ
て
爾
云
う
な
り
。

と
し
て
、
即
身
成
仏
の
実
践
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
で
あ
る
三
密
修
行
の
具
体
的
な
展
開
上
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
文

に
続
い
て
、
二
行
あ
る
い
は
一
行
に
よ
っ
て
成
仏
す
る
の
は
、
不
思
議
の
加
持
力
に
よ
っ
て
、
余
の
一
密
・
二
密
が
出
生
し
て
三
密
が

具
足
し
、
即
身
成
仏
す
る
旨
が
明
さ
れ
、
こ
れ
も
弘
法
大
師
著
『
即
身
成
仏
義
』
に
拠
る
と
明
説
し
て
い
る
。

第
九
所
化
機
人
差
別
門
に
は
、
現
身
往
生
と
順
次
往
生
と
に
分
け
て
、
特
に
現
身
往
生
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

一
利
根
｜
｜
法
界
体
性
三
味
に
直
入
｜
｜
大
機
横
観
の
三
摩
地

大
機
上

一
「
鈍
根
｜
｜
法
界
体
性
三
味
に
入
る
｜
｜
本
有
の
五
輪
を
観
ず

現
身
往
生
上

ー
利
根
l
l
l
心
数
の
別
の
本
尊
に
就
い
て
三
密
修
行
す

小
機

l一
「
鈍
根
l
｜
｜
本
尊
の
字
義
観
を
修
し
て
三
摩
地
に
入
り
、
方
便
を
転
じ
て
大
日
如
来
の
三
味
を
証
す
る



右
図
の
よ
う
に
、
現
身
住
生
に
大
・
小
、
利
・
鈍
の
差
は
あ
る
が
何
れ
も
即
身
成
仏
を
自
証
す
る
機
類
で
あ
り
、
真
言
密
教
の
本
来
的

な
修
行
論
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
一
段
の
末
に
浄
土
往
生
の
親
因
に
つ
い
て
論
じ
た
、
次
の
如
き
問
答
が
あ
る
。

問
、
世
間
の
真
言
行
者
、
並
び
に
道
心
者
の
但
念
の
者
を
見
聞
す
る
に
、
未
だ
必
ず
し
も
皆
浄
土
に
往
生
せ
ず
。
何
な
る
用
心
以

て
今
度
往
生
の
願
を
遂
げ
ん
。
既
に
一
念
十
念
を
以
て
往
生
の
親
因
と
説
く
、
心
あ
ら
ん
男
女
何
ぞ
往
生
の
思
を
絶
た
ん
。

答
、
多
の
悶
縁
あ
り
、
能
く
能
く
当
に
用
心
す
ベ
し
。
謂
く
、

或
は
真
言
行
を
修
し
、
或
は
但
念
仏
を
至
し
、
他
人
の
見
聞
を
思
て
仏
陀
の
知
見
を
信
ぜ
ず
、
是
の
行
は
順
因
に
非
ず
。

或
は
他
人
の
恭
敬
を
求
め
て
後
世
の
苦
行
を
作
す
、
亦
順
因
に
非
ず
。

或
は
名
利
を
も
っ
て
法
華
経
等
を
読
請
す
る
、
亦
順
因
に
非
ず
。

或
は
名
聞
の
持
戒
、
亦
順
因
に
非
ず
。

或
は
自
是
非
他
、
亦
順
因
に
非
ず
。

或
学
人
の
云
く
、
十
念
の
順
因
は
別
時
意
趣
な
り
と
。
当
に
知
る
べ
し
、
方
等
経
を
諒
す
る
に
同
じ
、
亦
順
因
に
非
ず
。

或
は
顕
密
の
行
業
自
を
執
し
他
を
非
す
る
は
、
亦
順
因
に
非
ず
。

或
は
弥
陀
・
弥
勤
の
行
者
、
互
い
に
是
非
を
な
す
、
是
れ
即
ち
地
獄
の
業
因
な
り
。
二
諦
を
論
ぜ
し
菩
薩
の
如
し
。

若
し
是
の
如
き
の
用
心
を
知
ら
ば
、
誰
人
か
往
生
せ
ざ
ら
ん
。

と
説
い
て
、
弘
法
大
師
の
著
『
十
住
心
論
』
の
序
文
に
見
え
る
「
迷
悟
己
に
在
り
、

執
無
く
し
て
到
る
」
（
叩
｝
を
掲
げ
て
結
ん
で
い
る
が
、

」
の
段
に
お
い
て
は
、

一
念
十
念
に
よ
っ
て
往
生
浄
土
を
遂
げ
る
に
も
、
仏
教
の
本
義
に
立
っ
て
、
仏
の
真
意
、
大
乗
の
経
意
に
則
し

た
用
心
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

覚
銀
上
人
と
浄
土
思
想
（
佐
藤
隆
賢
）
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覚
銀
上
人
と
浄
土
思
想
（
佐
藤
隆
賢
）

」」／、

第
十
発
起
問
答
決
疑
門
に
は
、
こ
の
段
に
は
、
「
五
輪
門
（
五
字
五
輪
の
真
言
の
法
門
）
に
依
る
機
に
幾
種
か
有
る
L

と
し
て
、

上
根
上
智

l
即
身
成
仏
を
期
す
。

但
信
行
浅

1
順
次
往
生
を
期
す
。

の
二
機
に
分
け
て
、
こ
の
行
人
も
正
に
は
密
厳
浄
土
に
往
生
し
、
兼
ね
て
十
方
浄
土
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
に
続
く
問
答
に
お
い
て
も
、
「
何
ん
か
故
に
大
日
を
念
請
し
て
、
十
方
浄
土
の
親
因
と
な
る
や
」
に
対
し
て
、

此
の
五
字
の
真
言
は
十
方
諸
仏
の
総
呪
、
三
世
薩
唾
の
肝
心
な
り
。
故
に
此
の
真
言
を
持
請
す
れ
ば
、
思
に
随
て
十
方
浄
土
乃

至
弥
勤
の
所
、
及
び
阿
修
羅
窟
（
窟
内
で
弥
勤
の
出
世
を
待
つ
意
）
等
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
。

同
じ
く
九
字
の
真
言
行
者
、

〈
帰
依

阿
弥
陀
〉
（
発
字
）
仏
の
名
号
に
於
て
、
更
に
浅
略
の
思
を
作
す
こ
と
勿
れ
。
若
し
真
言
門
に
入
る
時
は
、

諸
の
言
語
皆
是
れ
真
言

な
り
。
何
に
況
や
〈
阿
弥
陀
〉
（
発
字
）
を
や
。

と
し
て
、
三
句
の
法
門
（
菩
提
心
為
因
・
大
悲
為
根
・
方
使
為
究
克
）
に
よ
っ
て
、
字
義
釈
を
な
し
、
無
量
の
三
句
が
悉
く
順
次
往
生
の

親
因
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
。

以
上

『
五
輪
九
字
秘
釈
』
に
お
け
る
説
相
手
』
通
じ
て
覚
鎌
上
人
の
思
想
を
考
察
す
れ
ば
、

時
の
推
移
・
大
衆
の
願
望
、
そ
し
て
仏

教
の
持
つ
本
質
的
意
義
を
省
み
て
、
宗
祖
弘
法
大
師
に
依
っ
て
明
さ
れ
た
真
言
密
教
の
深
旨
を
、

よ
り
具
体
的
に
展
開
し
、
以
て
今
日

的
、
真
実
の
仏
国
土
を
現
証
す
る
た
め
の
根
拠
を
明
確
に
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
阿
弥
陀
秘
釈
』
に
説
か
れ
る
無
量
寿
仏
に
つ
い
て

覚
銀
上
人
が
阿
弥
陀
仏
を
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
か
、

こ
れ
を
端
的
に
表
明
し
た
著
作
で
あ
る
『
阿
弥
陀
秘
釈
』
（
旦
に
は
、
4

戸、

の
冒
頭
か
ら
、



阿
弥
陀
仏
と
は
、
是
れ
白
性
法
身
観
察
の
智
体
、

一
切
衆
生
覚
了
の
通
依
な
り
。
自
ら
一
心
を
証
す
れ
ば
、
諸
法
の
実
諦
を
観

見
し
、
自
ら
諸
法
を
証
す
れ
ば
、
遍
く
衆
生
の
心
品
を
知
る
。

と
し
て
、
続
い
て
五
智
・
四
長
・
三
密
を
説
き
、
仏
界
と
衆
生
界
と
の
而
二
不
二
を
明
し
て
即
身
成
仏
の
根
拠
を
一
不
し
、
さ
ら
に
、

己
身
の
外
に
仏
身
を
説
き
、
被
土
の
外
に
浄
利
を
示
す
が
如
き
に
至
っ
て
は
、
深
涯
の
九
愚
を
勧
め
て
、
極
惑
の
自
然
生
を
利
せ

ん
が
為
め
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、

明
瞭
に
真
言
密
教
の
教
意
に
立
っ
て
披
涯
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

『
大
日
経
』
住
心
品
に

説
か
れ
て
い
る

η
如
実
知
自
心
μ

（
立
）
や
『
大
日
経
疏
』
に
説
く
H

げ
即
事
而
真
“
（
ぎ
な
ど
の
教
理
を
踏
ま
え
て
、

差
別
的
観
察
・
思
考

を
批
判
し
、
法
身
如
来
の
普
遍
性
・
平
等
性
を
積
極
的
に
教
示
し
て
い
る
解
釈
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
だ
し
、
深
著
の
九
愚
・
極
悪
の
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
の
浅
略
・
随
機
の
教
説
も
、
そ
れ
な
り
の
評
価
を
与
え
て
い
る
が
、
こ
れ

は
決
し
て
覚
銀
上
人
の
独
創
的
な
施
設
で
も
な
く
、
既
に
密
教
経
典
を
典
拠
に
、
幾
多
の
著
作
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
弘
法
大
師

の
教
説
の
基
本
で
あ
る
。

覚
鎌
上
人
は
、
続
い
て
『
無
量
寿
経
』
（
M
）
か
ら
、

無
量
寿
仏
の
威
光
を
象
徴
す
る
十
二
光
仏
の
名
号
を
掲
げ
て
、
左
の
よ
う
に
解
釈

し
て
い
る
。次

に
名
号
を
釈
せ
ば
、
天
竺
に
は
阿
弥
陀
と
称
し
、
唐
に
は
翻
じ
て
無
量
寿
・
無
量
光
等
と
云
う
、
凡
そ
十
三
の
翻
名
あ
り
。

是
れ
則
ち
顕
教
所
用
の
義
な
り
。
但
し
密
宗
の
意
は
、

一
切
の
名
言
、
如
来
の
密
号
に
非
ざ
る
こ
と
無
し
。

と
説
い
て
か
ら
、
実
義
釈
を
施
し
て
、
十
二
名
義
に
つ
い
て
次
の
如
く
解
説
し
て
い
る
。
猶
、

）
内
は
『
無
量
寿
経
』
に
よ
っ
て
、

名
称
と
配
列
の
順
序
を
示
す
。

覚
銀
上
人
と
浄
土
思
想
（
佐
藤
隆
賢
）
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覚
銀
上
人
と
浄
土
思
想
（
佐
藤
隆
賢
）

二
六
回

ム

無
量
寿

法
身
如
来
、
法
界
宮
に
居
し
て
不
生
不
滅
な
り
。
是
の
故
に
大
日
如
来
を
或
は
無
量
寿
仏
と
名
づ
く
。
（
ム
無
量
寿

イム1 

無
量
光

法
身
如
来
の
妙
観
察
智
の
光
は
、
遍
く
無
量
の
衆
生
、
無
量
の
世
界
を
照
し
て
、
常
値
に
利
益
を
施
す
が
故
に
、

大
日
如
来
を
或
は
無
量
光
仏
と
名
づ
く
。
（
1
無
量
光
仏
）

2 

無
辺
光

法
身
如
来
の
妙
観
察
智
は
、
分
界
無
く
、
辺
際
無
き
が
故
に
、
大
日
如
来
を
或
は
無
辺
光
仏
と
名
づ
く
。
（
2
無
辺

光
仏
）
3 

無
擬
光

法
身
如
来
の
妙
観
察
智
は
、
有
為
・
無
為
、
真
諦
・
俗
諦
、
乃
至
実
相
・
実
性
、

一
切
衆
生
の
種
々
の
心
相
、
草

木
山
河
等
の
法
に
於
て
倶
時
に
無
障
磁
な
り
と
証
知
す
る
が
故
に
、
大
日
如
来
を
試
は
無
凝
光
仏
と
名
づ
く
。
（
3
無
擬
光
仏
）

4 

無
対
光

法
身
如
来
の
妙
観
察
智
は
、
待
対
不
可
説
な
り
。
本
よ
り
妄
想
無
き
が
故
に
、
待
対
不
可
説
の
真
覚
は
、
真
妄
相

対
の
観
智
を
離
れ
る
が
故
に
、
大
日
如
来
を
或
は
無
対
光
仏
と
名
づ
く
。
（
4
無
対
光
仏
）

5 

法
身
の
妙
観
察
智
は
、
燃
然
赫
突
と
し
て
、
衆
生
意
識
の
無
明
の
暗
を
照
し
て
、
煩
悩
の
庫
垢
を
焼
く
こ
と
炎
光
の
如
く
な

る
が
故
に
、
大
日
如
来
を
炎
王
光
仏
と
名
づ
く
。
（
5
炎
王
光
仏
）

6 

法
身
如
来
の
妙
智
の
光
は
、
衆
生
無
明
の
暗
を
滅
し
て
内
証
の
心
殿
を
現
じ
、
始
め
て
本
不
生
の
楽
を
悟
る
が
故
に
、
大
日

如
来
を
歓
喜
光
仏
と
名
づ
く
。
（
7
観
喜
光
仏
）

7 

法
身
如
来
の
妙
智
は
、
能
く
真
俗
二
諦
の
実
義
を
決
断
し
、
能
く
有
為
・
無
為
の
諸
法
を
照
察
す
る
が
故
に
、
大
日
如
来
を

智
慧
光
仏
と
名
づ
く
。
（
8
智
慧
光
仏
）

8 

法
身
如
来
の
観
智
は
、
自
受
法
楽
し
、
常
恒
不
変
に
し
て
断
絶
な
き
が
故
に
、
大
日
如
来
を
不
断
光
仏
と
名
つ
く
。
（
9
不
断



光
仏
）
9 

法
身
如
来
の
妙
相
官
は
、
等
覚
十
地
も
尚
思
議
す
る
こ
と
難
き
が
故
に
、
或
は
難
思
光
仏
と
名
づ
〈
。
（
印
難
思
光
仏
）

10 

法
身
如
来
の
妙
智
は
、
凡
夫
賢
聖
の
智
力
及
ば
ず
、
称
揚
す
べ
か
ら
ざ
る
故
に
、
或
は
無
称
光
仏
と
名
づ
く
。
（
日
無
称
光
仏
）

11 

法
身
如
来
の
妙
智
は
、
本
よ
り
来
た
六
塵
に
染
せ
ざ
る
が
故
に
、
或
は
清
浄
光
仏
と
名
づ
く
。
（
6
清
浄
光
仏
）

12 

法
身
の
妙
智
の
光
明
は
、
本
来
常
住
に
し
て
、
昼
夜
時
方
を
離
れ
、
照
さ
ざ
る
処
も
無
く
、
照
さ
ざ
る
時
も
無
し
。
世
間
の

日
月
を
超
え
る
が
故
に
、
或
は
超
日
月
光
仏
と
名
づ
く
。
（
ロ
超
日
月
光
仏
）

是
の
故
に
十
方
三
世
の
諸
仏
菩
薩
の
名
号
は
、
悉
く
一
大
法
身
の
異
名
な
り
。

又
十
方
三
世
の
諸
仏
菩
薩
は
、
皆
大
日
如
来
の
差
別
智
印
な
り
。
乃
至
一
切
衆
生
の
所
出
の
言
語
、
密
号
名
字
に
非
ざ
る
こ
と
無

し
。
之
に
迷
う
を
衆
生
と
名
づ
け
、
之
を
悟
る
を
仏
智
と
名
づ
く
。

と
あ
る
よ
う
に
、
康
僧
鎧
訳
『
仏
説
無
量
寿
経
』
所
載
の
十
二
光
仏
と
名
称
は
同
じ
で
あ
る
が
、
清
浄
光
仏
の
位
置
が
異
な
る
。

ま
た
、
『
無
量
寿
経
』
に
お
い
て
は
、

こ
の
十
二
光
仏
は
、

仏
が
阿
難
に
対
し
て
、

無
量
寿
仏
の
威
神
光
明
の
絶
大
な
る
を
説
い
て

い
る
も
の
で
、
こ
の
光
明
の
威
神
功
徳
に
よ
り
、
衆
生
が
日
夜
に
称
説
し
て
至
心
不
断
な
ら
ば
、
意
の
所
願
す
る
国
に
往
生
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
覚
銀
上
人
の
意
趣
は
、
明
ら
か
に
法
身
大
日
如
来
の
徳
性
そ
の
も
の
を
示
す
も
の
で
、
最
初
の
無
量
寿
仏
を
含
む
十
三
の

威
光
は
、
大
日
如
来
の
智
慧
の
展
開
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
五
智
・
五
仏
の
義
に
よ
っ
て
、
悉
く
妙
観
察
智
の
表
明
で
あ
り
、
阿
弥
陀

仏
の
内
容
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
に
続
い
て
、
さ
ら
に
、
阿
弥
陀
の
三
字
を
唱
す
る
こ
と
、

阿
弥
陀
の
一
仏
を
念
ず
る
こ
と
も
、

「
帝
網
の
一
珠
に
、

頓
に
無

覚
銀
上
人
と
浄
土
思
想
（
佐
藤
隆
賢
）
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覚
銀
上
人
と
浄
土
思
想
（
佐
藤
隆
賢
）

一
一
六
六

尽
の
珠
像
を
現
ず
る
が
如
く
、

弥
陀
の
一
仏
、

速
や
か
に
無
辺
の
性
徳
を
満
ず
る
な
り
」
と
し
て
、

重
々
帝
網
の
理
（
お
）
に
よ
っ
て
、

普
遍
な
る
仏
徳
へ
到
達
す
る
こ
と
を
説
き
、
阿
弥
陀
（
発
字
）
の
三
字
に
つ
い
て
字
相
字
義
釈
を
な
し
、

阿

本
初
不
生
義

イム

部
・
理
智
不
二

グb
ニ乙

義

有

義

因
義
・
因
一
心
覚
（
迷

弥

無
我
大
我
義

蓮
華
部
・
本
来
不
染

仮
有
義

空

義

行
義
・
断
人
法
二
我

Wt 

如
如
寂
静
義

金
剛
部
・
自
性
堅
固

中
道
義

不
空
義

果
義
・
示
如
如
理
智

右
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
字
義
釈
を
列
し
て
、
字
相
・
字
義
の
相
互
関
係
の
義
を
述
べ
て
、

彼
を
取
り
て
此
を
捨
て
、
此
を
取
り
て
彼
を
捨
て
る
は
妄
心
の
分
別
な
り
、
裟
婆
を
厭
て
極
楽
を
欣
び
、
拙
倣
身
を
悪
ん
で
仏
身

を
尊
ぶ
、
是
を
無
明
と
名
づ
け
、

又
妄
想
と
名
づ
く
な
り
。
縦
い
濁
世
末
代
な
り
と
離
も
、
常
に
平
等
法
界
を
観
ぜ
ば
、
宣
仏
道

に
入
ら
ぎ
ら
ん
や
。

と
述
べ
て
、
こ
の
『
阿
弥
陀
秘
釈
』
を
結
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
を
所
調
日
本
仏
教
に
お
け
る
浄
土
信
仰
の
主
流
に
あ
る
祖
師
方
の
思
想

と
比
較
し
て
見
る
時
、
そ
こ
に
は
歴
然
と
し
た
相
違
が
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
っ
て
、
真
言
密
教
の
本
義
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
を
観

じ

一
門
を
通
じ
て
普
門
に
達
す
る
こ
と
に
こ
そ
仏
教
の
真
義
が
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
密
厳
浄
土
略
観
』
（
ぎ
に
お
い
て
も
、

夫
れ
密
厳
浄
土
と
は
、
大
日
心
玉
の
蓮
都
、
遍
照
法
帝
の
金
利
、
秘
密
荘
厳
の
住
処
、
且
受
茶
浄
妙
の
境
界
な
り
。
形
体
広
大
に

し
て
、
虚
空
に
等
同
な
り
。
性
相
常
住
に
し
て
、
法
界
に
超
過
せ
り
。

と
し
て
、
文
字
通
り
密
厳
即
ち
、
密
教
教
義
に
も
と
づ
い
た
秘
密
荘
厳
の
法
界
を
説
き
明
し
、
五
大
・
五
智
・
三
省
・
六
大
へ
と
展
開

し
て
、
大
日
如
来
の
性
徳
・
智
徳
を
讃
嘆
し
、
末
文
に
お
い
て
、



若
し
、
又
願
行
浅
弱
に
し
て
、
機
縁
未
だ
熟
せ
ざ
る
を
ば
、

且
く
応
化
の
浄
土
に
安
む
、
次
に
法
性
の
妙
国
に
迎
え
、
時
に
応

じ
て
九
界
の
迷
因
を
超
え
て
、
即
身
に
三
密
の
仏
果
を
聞
か
し
む
。

こ
れ
を
順
次
往
生
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、

ど
こ
ま
で
も
、
そ
の
指
向
す
る
と
こ
ろ
は
、
密
教
的
世
界
で
あ
り
、
真
言

宗
義
の
深
義
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
は
仏
果
に
到
達
せ
し
め
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

以
上
の
他
、
覚
鍵
上
人
が
、
如
何
に
祖
師
弘
法
大
師
に
傾
倒
ぎ
れ
て
い
た
か
は
、

そ
の
主
要
著
作
の
題
名
（
立
を
見
る
だ
け
で
も
諒

解
さ
れ
よ
う
。
即
ち
、
『
真
言
宗
即
身
成
仏
義
章
』
、
『
法
身
説
法
頭
』
、

『
顕
筏
不
同
項
』
、

『
秘
密
畳
茶
羅
十
住
心
略
頚
』
、

『
理
趣
経
種

子
釈
』
、
『
菩
提
心
論
題
釈
』
、
『
釈
摩
詞
情
論
指
事
』
、
『
船
若
心
経
秘
鍵
略
註
』
、
『
法
華
経
秘
釈
』
、
そ
の
他
数
多
の
事
相
関
係
諸
次
第
、

特
に
『
求
聞
持
次
第
』
、
『
阿
字
観
』
、
『
月
輪
観
』
等
に
関
す
る
各
数
種
の
解
説
書
を
見
れ
ば
明
瞭
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
典
拠
に
、
上
人
の
仏
道
修
学
修
行
の
基
本
姿
勢
そ
探
れ
ば
、

① 

弘
法
大
師
の
精
神
に
立
ち
還
り
、
真
言
密
教
の
教
学
の
再
興
を
念
願
さ
れ
て
い
た
こ
と
。

② 

特
に
祖
師
撰
述
さ
の
『
即
身
成
仏
義
』
・
『
声
字
実
相
義
』
・
『
昨
字
義
』
を
中
心
に
、

『
弁
顕
密
二
教
諭
』
・
『
十
住
心
論
』
等
、

悉
く
そ
の
行
学
の
典
拠
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
覚
鎌
上
人
の
口
述
を
記
録
（
久
安
六
年
・
一
一
五
O
）
し
た
聖
応
の
『
打
開
集
』
吉
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

む

す

び

以
上
、
甚
だ
粗
雑
な
が
ら
覚
鍍
上
人
の
主
要
著
作
に
見
ら
れ
る
浄
土
思
想
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
き
た
。
然
し
そ
こ
に
は
、
恵
心
僧
都

覚
銀
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想
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覚
銀
上
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浄
土
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二
六
人

源
信
（
九
四
二
E
p
h

－一

O
一
七
）
の
『
往
生
要
集
』
（
初
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
往
生
極
楽
の
教
行
は
、
濁
世
末
代
の
目
足
」
と
す
る
認
識
、
「
予

が
如
き
頑
魯
の
者
」
と
見
る
自
己
評
価
、

さ
ら
に
、

「
厭
離
積
土
」
「
欣
求
浄
土
」
と
す
る
相
対
的
世
界
観
、

あ
る
い
は
行
と
し
て
の

「
念
仏
」
な
ど
を
柱
と
す
る
浄
土
往
生
の
思
想
、
ま
た
、
や
が
て
、
法
然
・
親
鷲
上
人
ら
に
よ
っ
て
徹
底
し
た
他
力
本
願
へ
連
な
る
浄

土
往
生
の
思
想
を
考
察
す
る
時
、
果
し
て
こ
れ
を
浄
土
思
想
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
疑
問
を
抱
く
も
の
で
あ
る
。
筆

者
の
感
懐
と
し
て
は
、
何
と
し
て
も
真
言
密
教
思
想
の
普
遍
性
と
、
包
括
性
を
も
っ
て
、
当
時
拾
頭
し
て
き
た
浄
土
思
想
を
包
含
し
、

そ
の
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
が
、
飽
ま
で
法
身
大
日
如
来
へ
の
帰
依
・
信
仰
を
基
本
姿
勢
に
、
理
智
不
二

法
界
の
如
如
の
智
界
に
住
し
、
他
に
も
指
向
せ
し
め
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

然
も
、
こ
れ
ら
の
思
想
は
、
既
に
祖
師
弘
法
大
師
に
依
っ
て
展
開
さ
れ
た
十
住
心
思
想
や
、
綜
合
的
な
長
茶
羅
思
想
に
吸
収
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
浄
土
思
想
・
往
生
思
想
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
覚
銀
上
人
の
真
意
を
理
解
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
も
の
で
あ
る
。

特
に
高
野
在
住
晩
年
に
お
け
る
、

四
年
余
に
及
ぶ
無
言
行
の
修
行
（
念
仏
行
に
非
ず
）
は
、
何
よ
り
も
大
き
な
証
拠
と

言
え
よ
、
っ
。

（1
）
覚
鎌
上
人
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
那
須
政
隆
著
守
輿
教
大
師
伝
』
、
赤
松
俊
秀
著
『
続
鎌
倉
仏
教
の
研
究
』
l
「
覚
鍵
と
そ
の
時
代
」
、
櫛
田
良

洪
著
『
覚
鍵
の
研
究
』
等
。

（2
）
可
ア
ジ
ア
仏
教
史
・
日
本
編
E
・
平
安
仏
教
』
二
六
二
頁
「
覚
鍵
の
念
仏
思
想
の
特
色
」
な
ど
の
表
現
は
、
覚
銭
1
念
仏
思
拘
1
念
仏
信
仰

と
の
み
受
け
取
ら
れ
る
難
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
赤
松
俊
秀
著
（
前
掲
）
三
六
八
頁
ゃ
、
特
に
、
櫛
田
良
洪
著
（
前
掲
）
に
よ
っ
て
、
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
法
然
の
思
想

の
先
駆
」
一

O
七
と
ま
で
言
う
こ
と
に
は
、
思
想
は
信
仰
の
基
盤
に
あ
る
点
を
考
察
す
る
時
、
誤
解
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

（3
）
「
輿
教
大
師
全
集
」
下
・
一
一
一
一
一

l
一
一
八
O
頁。



（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（叩）
（日）
（臼）
（日）
（日）
（日）
（凶）
（口）
（児）
（叩）
（却）

「
弘
法
大
師
全
集
」
第
一
輯
・
五

O
六
！
五
一
八
頁
。

同

同

・

二

一

五

l
四
七
三
頁
。

「
輿
教
大
師
全
集
」
上
・
一
八
七

l
一
八
九
頁
。

正
蔵
一
八
、
九
b

本
文
は
焚
字
で
記
す
。

正
蔵
一
八
、
二

a
l一二
C

「
弘
法
大
師
全
集
」
第
一
輯
・
一
二
九
真
。

「
輿
教
大
師
全
集
」
下
・
一
一
九
了
l

一
一
九
五
頁
。

正
蔵
一
入
、
一

C

正
蔵
一
二
九
、
五
七
九
b

正
蔵
二
一
、
二
六
五
C
｜
二
七
九

a

「
弘
法
大
師
全
集
」
第
一
輯
・
五
一
六
頁
。

「
興
教
大
師
全
集
」
下
・
一
一
八
三

l
一
一
九

O
頁。

向

上

・

下

二

巻

所

載

。

「
弘
法
大
師
全
集
」
所
載
。

「
輿
教
大
師
全
集
」
上
・
四

O
七
！
五
八
七
頁
。

「
日
本
思
想
大
系
」
「
源
信
」
。

党
銀
上
人
と
浄
土
思
想
（
佐
藤
隆
賢
）

二
六
九


